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利
潤
追
求
が
生
ん
だ
大
惨
事 

 

２
０
０
５
年
４
月
25
日
福
知
山
線
塚
口

～
尼
崎
間
で
、
制
限
速
度
を
30

km
も
オ
ー

バ
ー
し
、
沿
線
マ
ン
シ
ョ
ン
に
衝
突
し
た
脱

線
転
覆
事
故
は
１
０
７
人
の
死
者
と
５
６
２

人
の
負
傷
者
、
今
な
お
多
く
の
遺
族
・
被
害

者
の
方
々
に
心
の
傷
を
負
わ
せ
て
い
ま
す
。

国
鉄
時
代
か
ら
続
く
、
人
材
活
用
セ
ン
タ

ー
・
清
算
事
業
団
・
事
業
部
な
ど
に
強
制
的

に
配
属
す
る
な
ど
の
国
労
差
別
。
個
人
責
任

を
追
及
し
徹
底
し
た
服
従
を
強
い
る
『
日
勤

教
育
（
＝
勤
務
外
し
）』
な
ど
の
労
務
管
理
。

要
員
不
足
で
十
分
な
休
養
も
取
れ
な
い
勤
務

実
態
。
他
私
鉄
と
の
競
争
で
30
秒
遅
れ
も

許
さ
な
い
『
回
復
運
転
』
の
強
要
。
な
ど
利 

      

潤
追
求
に
走
っ
た
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
企
業
責
任

が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。 

 

企
業
責
任
を 

追
及
で
き
な
い
裁
判
の
決
定 

 

事
故
後
５
年
、
２
０
１
０
年
12
月
に
山

崎
元
社
長
が
起
訴
さ
れ
た
「
業
務
上
過
失
致

死
傷
罪
」
の
公
判
が
始
ま
り
ま
し
た
。
焦
点

は
、
脱
線
な
ど
の
危
険
性
を
Ｊ
Ｒ
が
「
予

知
」
し
て
い
た
か
を
問
う
も
の
で
し
た
。 

し
か
し
Ｊ
Ｒ
西
日
本
側
は
「
隠
ぺ
い
・
虚

偽
」
の
証
言
に
終
始
し
、
２
０
１
３
年
、
こ

の
事
故
に
関
連
し
て
行
わ
れ
た
山
崎
元
社
長

及
び
歴
代
３
社
長
の
裁
判
は
神
戸
地
裁
・
大

阪
高
裁
が
「
事
故
の
予
見
可
能
性
が
無
か
っ 

      

た
」
と
し
無
罪
を
言
い
渡
し
ま
し
た
。
法
人

罰
が
な
い
現
法
体
系
で
は
責
任
を
企
業
に
問

う
の
は
限
界
が
あ
る
と
い
わ
れ
ま
し
た
。 

同
年
、
福
井
地
裁
で
出
さ
れ
た
大
飯
原
発

判
決
、
翌
年
の
高
浜
原
発
に
対
す
る
仮
処
分

申
請
に
対
す
る
決
定
は
企
業
責
任
を
明
ら
か

に
し
た
勇
気
あ
る
判
断
で
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
尼
崎

事
故
判
決
は
会
社
側
に
偏
っ
た
判
決
で
あ
る

こ
と
を
鮮
明
に
し
ま
し
た
。 

 

拡
大
す
る
安
全
の
切
り
捨
て 

 

「
儲
け
を
優
先
」
す
る
体
質
の
復
活 

 

１
９
８
７
年
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
約
５
万
２

０
０
０
人
で
新
会
社
を
発
足
。
28
年
後
の

２
０
１
５
年
４
月
で
２
万
６
０
０
０
人
へ
と



◆時の動き 
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人
員
削
減
を
強
行
し
ま
し
た
。
１
９
９
１
年

の
信
楽
高
原
鉄
道
・
列
車
衝
突
事
故
は
死
者

42
人
・
重
軽
傷
者
６
１
４
人
を
出
し
ま
し

た
。
そ
の
後
反
省
も
な
く
、
飽
く
な
き
「
儲

け
」
の
追
求
と
安
全
軽
視
を
続
け
た
結
果
が 

                 

福
知
山
線
脱
線
転
覆
事
故
で
あ
り
、
３
名
の

保
線
員
を
死
亡
さ
せ
た
２
０
０
６
年
の
伯
備

線
事
故
で
し
た
。 

２
０
１
３
年
、
裁
判
幕
引
き
後
、
Ｊ
Ｒ

西
日
本
は
新
た
な
中
期
経
営
計
画
を
掲
げ
ま

し
た
。
現
場
で
は
、「
儲
け
る
」
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
復
活
、
社
員
へ
「
増
収
活
動
」
の
強
要
、

契
約
社
員
等
非
正
規
労
働
者
の
拡
大
（
現
在

約
２
２
０
０
名
）
、
駅
窓
口
閉
鎖
や
無
人

化
・
営
業
時
間
の
短
縮
、
運
転
士
の
「
日
勤

教
育
」
な
ど
労
務
管
理
の
強
化
、
保
線
・
電

気
職
場
の
見
張
り
や
点
検
業
務
の
省
略
・
外

注
化
、
な
ど
合
理
化
の
ピ
ッ
チ
は
事
故
前
に

逆
戻
り
す
る
も
の
で
す
。 

こ
の
11
年
目
の
集
会
で
、
Ｊ
Ｒ
現
場
に

働
く
国
労
組
合
員
か
ら
は
「
合
理
化
で
社
員

数
も
国
鉄
時
代
の
半
分
以
下
。
重
要
な
業
務

の
外
注
化
、
そ
こ
で
も
長
時
間
過
密
労
働
と

サ
ー
ビ
ス
労
働
が
蔓
延
し
て
い
る
」「
職
場

は
労
働
者
個
人
に
責
任
を
押
し
付
け
る
労
務

管
理
が
復
活
し
、
事
故
や
異
常
時
を
無
視
し

た
要
員
削
減
で
安
全
の
切
り
捨
て
が
際
限
な

く
行
わ
れ
て
い
る
」
な
ど
の
実
態
が
告
発
さ

れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
遺
族
か
ら
は
「
井
手
元
社
長
以

下
ウ
ソ
の
証
言
ば
か
り
。
遺
族
が
尋
問
が
で

き
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
が
、
結
果
は
悔
し

さ
ば
か
り
で
あ
る
」「
人
を
殺
せ
ば
罪
に
問

わ
れ
る
が
、
１
０
６
人
の
人
間
が
亡
く
な
っ

て
も
何
も
罪
を
問
う
こ
と
が
で
き
な
い
」
と

悲
痛
な
訴
え
が
続
い
て
い
ま
す
。 

規
制
緩
和
が
招
い
た
悲
惨
な
事
故
が
相

次
ぎ
、
合
理
化
反
対
の
声
を
拡
げ
て
い
く
た

め
、
国
や
産
業
を
越
え
た
連
携
が
重
要
と
な

っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
５
年
に
は
韓
国
で
国

鉄
民
営
化
反
対
闘
争
を
続
け
る
鉄
道
労
組
組

合
員
を
招
き
交
流
・
連
帯
を
深
め
ま
し
た
。

４
・
25
「
ノ
ー
モ
ア
Ｊ
Ｒ
尼
崎
事
故
・
生

命
と
安
全
を
守
る
集
会
」
は
、
事
故
の
教
訓

を
決
し
て
忘
れ
ず
、
首
切
り
・
民
営
化
・
規

制
緩
和
に
対
す
る
多
く
の
労
働
者
の
闘
い
に

強
く
連
帯
し
、
共
に
闘
い
に
立
ち
上
が
る
決

意
を
持
ち
あ
う
集
会
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。 

（
ひ
ら
た 

ひ
さ
し
） 

福
知
山
線
事
故
か
ら
11
年
。
現
地
で
開
催
さ
れ
た

ノ
ー
モ
ア
Ｊ
Ｒ
尼
崎
事
故
「
生
命
と
安
全
を
守
る

４
・
25
集
会
」。 

は
く 

び 


